





1.首都 大 学 東 京 ・牧 野 標 本 館(〒192-0397東 京 都 八 王 子 市 南 大 沢1-1)
MakinoHerbarium,TokyoMetropolitanUniversity,Minamiohsawa,Hachioji,Tokyo192-0397,
Japan
2.日 本 自然 保 護i協会(〒104-0033東 京 都 中 央 区 新 川1-16-10)
TheNatureConservationSocietyofJapan,Mitoyobiru2FShinkawa,Chu(ト㎞,Tokyo104-0033,
Japan





を試みた。本調査で得 られた映像には地理情報が無いため、目視でオル ソ画像 と地形図を見
比べて、GCPを設定 し幾何補正を行った。そのため画像の位置盾報の誤差が大きく、現時点
では比較的平坦な海岸部を除き、南硫黄島全域の正確な植生図の作成や空間分布等の解析は





















た ドローンパイロッ トが操縦を行った。最終的に得 られた映像は解像度4K(3840×2160pixels)
の動画95本 で、南硫黄島のほぼ全域をカバーしていると思われ る。 ここでは、海岸から山
頂にいたる登肇ルー トに沿って撮影された2つ の空撮動画を試験的に用いた。海岸から中間
地点のコルまでの動画を 「ルー ト下部」、コルから山頂までの動画を 「ルー ト上部」 とした
(図1)。
空撮動画は以下の流れで処理を行った。まず、動画か ら静止画像の切 り出 しは、フリーウ
エアのFrameGrab2.2を用い、画像の重複率が80%以上になるように2～5秒間隔で切 り出し
を行った。次に切 り出された多数の静止画像から、SfMソフ トウエア(Agisoft社、PhotoScan
Professional1.3.4)を用いて、オル ソ画像を作成 した。そ して、画像における識別が比較的容
易なヘゴ類(ム ニンエダウチヘ ゴとマルハチの2種 を含む)と セ ンダンを対象 として、
Photoshop(Adobe社)を用いてオルソ画像上に点または塗 りつぶしにより各種の分布を示 し
た。生成 されたオル ソ画像には地理的な位置盾報が無いため、Glsソフ トウエア(QGIs2.14)
を用いて、画像上の地形 と地理院地図(国土地理院)の 地形をパ ソコンのモニタ上で見なが
ら、GCP(GroundControlPoint:評定点)を1枚 のオル ソ画像に4箇所付加 して幾何補正を
行い、地図上への重ね合わせを試みた。
なお、南硫黄島のように地形の起伏が大きな場所では、地理座標系への幾何補正は、オル
ソ画像よりも3Dモデルの方が適 していると考えられる。 しか し3Dモデルの扱いには時間
を要するため、今回は試験な段階としてオルソ画像 を用いた。
3.結果
空撮動画か ら切 り出した静止画像はルー ト下部90枚、ルー ト上部80枚で、画像サイズは
それぞれ3840×2160pixels、解像度は72ppiであった。2つの動画はコル付近で部分的に重な
っていたが、両者か ら得 られた静止画像を組み合わせてSfMソフ トウエアで処理 しても、海
岸か ら山頂まで連続 した1枚 のオル ソ画像を自動生成することはできなかった。そのため、
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ルー ト下部 とルー ト上部の動画からそれぞれオルソ画像 を生成 し、ルー ト下部のみに出現す
るセンダンは、群落が面的に広がっていたため塗 りつぶ し、ルー ト上部のみに出現するヘゴ
類(エダウチヘ ゴとマルハチ)は、主軸が樹冠部に達 していたものを点で画像上に示 した(図







置を測定 した ㏄Pを 設置 して撮影 を行 うため、画像上のGCPの座標位置の誤差を相互に比










多 くのGCPを 設置 して位置情報を取得することはほとんど不可能であることから、島内全


















画像や3Dモ デルを生成す るための基準として、同一 コースの隣接空中写真との重複率が
90%以上、隣接コースの空中写真 との重複率は60%以上となるように撮影コースを定め(国
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    We attempted to develop amap of plant distribution on Minami-Iwo-To Island from aerial videos 
taken by a drone on June 14-17, 2017. Ground control points (GCPs) were added to the orthophotos by
visually checking the image. Mapping of GCPs was approximate, due to the lack of necessary 
geographical information. It may be difficult o use these data to develop accurate maps for analyzing 
the spatial distribution ofplant and vegetation, because there may be considerable errors in the 
geographical positions indicated inthe orthophotos. However, these maps will provide agood basis for 
comparison with aerial photos generated bythe next expedition tothis island, allowing an analysis of 
changes inspatial vegetation patterns. The next expedition is also expected tobe able to document the 
position of the GCPs on the ground and/or use a drone mounted GNSS (Global Navigation Satellite 
System).
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図1.ド ロー ンの飛行 ・撮 影ル ー ト
Figurel.Flightpathofdrone.
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籟図3.2枚 の オ ル ソ 画 像(図2)を 幾 何 補 正 し て 、 地 理 院 地 図 上 に 重 ね 合 わ せ た 図
Figure3.ThemergedimageofgeomeUicallycorrectedtheonhophotr)s(figure2)withtheDigitalMap
25000.
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